
1m!!WJ 
市民のうご⑤3同旧・萱}

叫 om鍋

醐し抽出畑融制酬していn.



圃圃圃園田叫I!IWI

ミ

ー
ス

:

;

i

!

2

需
主
告
は
か

-
公
民
館
新
年
度
教
室
案
内
i

:

;

1

4

-
方
隷
の
う
た
ふ
る
さ
と
療
筋

i

Z
A
E
 

・
サ
ー
ク
ル
東
西
陶
施

i

i

7
ル

t
I
312一

-
マ
マ
さ
ん
縛
派
員
レ
ポ
ー
ト

ーチ

5
2
2して

6 7 日

-
お銅
烈
ら
世

i

i

i

:

s

市
指
定
文
他
財

新
た
に
八
件
が
追
加
さ
れ
ま
し
た

巾

5
1
2日
音
量

i
E干「
s
i

《
白
雪
町

2
2
R
E

証
Z
S温
度
を
知
?
で

2
2
iで

あ
る
「

Z

E
-
-
E
Z
 

辺
文
化
財
L
C
し
ま
し
た
・

術
宮
内
官
、

i
i

語

文

化

早

符

一
件

詰

彫

綱

、

身

長

関

車

語

文
化
財

が
れ
一
崎
こ
れ
で
市
市
札
文
化

聖
書
は
八
十

t
t
f

t
・今

月

!

i

iと

拡
吻
た
の
以
次
の

a"で
す
・

.，
峰
崎
伺
白
‘
寺
本
領
〈
内
老
L
q

H
C
八

z
t円

五
九
条

町

八

1
8
3

綱
ぷ
狩
与
六
必
飾
剛
V
I
像
(
吹
‘
色
。

剛
北
側

v
E剣
本
道

阿

佐

!!・
2

・3自
由
草
分
剣
五

山
パ
申
告
百
民
〕

V
鱒
彰
民
俗
文
化

断

叫

E
tげ
岡

町

民

嶋

巨
聖
書
Z
Z
E俗

文
化
財

弘
仁
与
の
練
絹
ハ
二

8

2
Eし

7
叫
じ
、
川
話

b
Z稼
動

《
門
編
与
江
H
V

奈良市民憲.

叫蹴仰l'

i;.fWII~与のふる S と 費 L"1l13
け 同 日M 耐 判 摘に住

むゐ刊ふきわい1自覚色情引金魯

."う
同 IH*tひらく".附白川

酬で はつらつと臥〈舗い捕

に屯 ηsιaう.

4長良1)*a"'1<" ，ちん4訟のLゐれ
健のため，:. jたが川 量削川、 aし

" 同岬計千恥jt，..h針ニ

"似えか《健切に維L三 L.~. 
~nlj"，vゆ〈童 九 ~;I相闘で

悼 と耐の凶柑い f!hl，.t
tちづ〈 ηを'"ょう

-・R壷形外観(膏奥崎附

L 



総
合
消
防
訓
練
実
施

消
防
本
部
で
は
救
命
講
習
会

t
t
i
fた

n
L
H
出
R
r
z

相
仏
舗
《
中

aMRe--吻
U
A
ス
集
令
制
a

f
-
-
aが

行
わ
れ
重

L
企

-z
t
E
Eの
E

i
s
a
k
p
z
 

t
Z
A
引
き
槍
め
て
い
告
し
f
.

q
前
九

q
一
向
慣
臨
ド
札
"
の
命
令

か
一?
犬
実
M
m
a
K
4
し
た
と
い
う
附併記

i
i
i
 

・
ゑ
a
m
u
g
で
駆
げ
つ
げ
、
験
ゐ
小

型

a
p
L
fた

・

草
食

u
n
H
A傾
向
川
市
訓
祉
制

4

.
《
巾
内
八
後
h
H
V
で
巾
の
凶

人

Eタ

3
H
i
s
s

-
a例
会
が
開
催
帽

shHZLP--
a

給
剤
肋
lhu炉
、
寸
人
宇
に
必
い
て
も
勺

企
ab必
附

b
L
い
こ
之
U

人
め

A-

s
:と

で
す
・

2
2量

の
喰
隻
"
金
受
漏
'
"
に
訴
え
た
ゐ
企
、

人

E健
司
た

t
zが
ら
の

人

z
z
t
-
J
L
E

M
情
物
伝
ど
が
-m
勾
‘
令
M-RJも
に

君
主
1
L
R

姉
妹
都
市
物
産
フ
ア

新
鮮
な
海
産
物
な
ど
に
人
気

-=ユース

ー
と
崎
H
U
F
F

る
、
福
凶
川
副
院
小
義
市
悩
れ

Mm山

市
旬
此
w
定
u
国
各
集
め

'

M
鉱
偲
ト巾

.，
R
7
昼

7
W」

Mm
、
欄
ae島
町
の
会

u
-
e
t
A
?

，y
p
ν
1
1
V
セ
ン
タ
ー

で

川

l
h
t
l
h
a

Z
品
E
tて
E
R

a-LP--

《

f
a
t
i

--f;bu 

t
-
5
1めの

t

i
:
E
fか

工

勺

Maz--う
伐

t

atと
や
H
A
R
h
H
一回
術
即
ω
元
書
れ
ま
L
ミ

i
i
!
 

7
?
?
!
 

?
レ

v'俗
ど
の
似
a
仰
や
外
明
色
"

i
i
!
 

b
a
'
'
'
S
巾
‘
，

L
V
F
i
m
φ

・ν

2
2
t
z

・2ラい
で

ithisq 

i士
sit-』と

が
で

fLPる

-風テレビ律違

UH'⑮ 

TV 
ふれあいのまち奈良

ZTnFS師酔自制醐ち岡本・8 酢 Sト叩
〈再〉梱包割鱒~ 聞

いきいきタウン~4
鋼内".の箇盟司.. 自信けし ..  ・・.・8 夜10:00-10:1凶
{再〉目 ・ 因 調 8川 ト s時

• • 
• 
• • 
• 

• 

，.‘ ・ーーー・ー・ーーーー ーー・... . . 

• 
• 0・・・・・・・・・・・.. . . . . .. . . . . .. .. . . . . . . . . . . . . . 

子
ど
も
の
詩

別

E
m
w
-
R

-
A
富
小

s
-e

2
2聖
z
t
u

み
ん
は
で
這
ぺ
川
枯
葉
L
い

u

人
で
遭
ぺ
ぱ

A72
旬
継
い

み
ん
匁
で
た
か
仇
仰
に
で

aる
吋
ど

人
で
た
か
釘
に
で

S
Uい
よ

み
ん
旬
で
9
・
'
J

・'
d
J

で
・
・
・
"
ど

人
で
パ
v

，y'~'で
.
‘
い
よ

そ
れ
に

λ
で
ケ
シ

-
n
b
で
・
は
い
よ

31.1."";' 

だ
か

we
句
ば
り

1
2

・3T
U



-公民館新年度，寝室

申し込み
"衡I~ b' ð にl'I'""， ft>li. j'比句 附〈 州制 .サ 吋ιて摘め刷川でに叫

で偽.へ， "が"伽ひと句"険噺，.与L崎 のu錨温.受lfl1tHl置で何制御"臼己n札

俸制i とs帽の合，二村内晴川崎.

禰館公民館
酎，.酬

守岨阻町~.， ... 内 宮 企 • • 員 .切... いにL止..虫 4JJ2Ji7前『』4車4f曙lJ【 " 
..由週 由週を品品， 前 ' "証人4白人 '" 
惜置瞳軍 撤 -::nTI押揖・"，宵E曲町 官目J掛20~・‘"抽

ι.司乍 J快句'" 帯情怯V<1': 
1.'3則宜世措置町直属と i.;ii II:~ÚÕ) II自主性胡

檀企拡充.阿る 人

=笠公民館
宮33-05¥5

干回 大宮町一了目10-2 

l軸宣. 内 お とき 安 婦

闘と干串 fI_l(I，こ姐Lみな 517-12/3師"
小学世と保

由摺ふれ 酎ら身唾近;~臼鋤植車 相"曜日

個制マ贋叫ヲ人m瑚咽M魁a{fu智阪a 〉

あい世置 岡田 圭睡 "伸."即

メルヘン
咽品。うよ訓句聞か

ー0/21-10/1.1
..，む .. 伯4車~3l土曜日)
a・ い • ILOO- l~ ， 3白

...理..，弘ー 両if• '1' 町 13- lOi~ 師日)
l司料開とお.， "罰2・4世喧:0 ..~人• • づ〈句町.. ド ーωー"ω

-.a.悩陵 4もき伶予色の置り. をH制下旬作"おもち@
sf14 2量i匂唖司宮11〉 小皐7咋と惇

9師揖H~苫111却 1112組

アメり カ n リ舟ム〆フ' 品目、Wl:6旬
ン肝 ヴ四作品自割作 "冒官叫本2曜曲日" "A  4i20 
検 宣 由加.，

，5lJO-9/:許制自}
和岨栂宣 "且田且蝿 "軍I:.H*.'喧" 成人団入

9団."∞

若草公民館
包2渇-Ol3(l

間川町m

ー殴重4巴 内 g と • 定 員 -切

予総 " 
創主作連力づ回く向り.と OM車E1-311HA 曜日目〉 小生3物n人."厚

菌数2・ 9，:l)-11，l) 

5126-1I1'l. 
同車輯宣 軒葡町骨組組と位 事2・4本咽(10).肌

量す.l' 9四川."凹

高 鍋 4・ "'的.屯宇H胃上tこ U白l-i'-E車4脅曜4〈/l16 M若骨草萄中下a棺u1 

学鍾
よ.置 と Y 目}

神咽づくり "担ー阿部 '"人

.性として白中 s-13nuJIf4部『F』-4車大"時置33〈白J1104 〉
若草中宇佐

世邑田置
~!J>.t.:l: l!え畠

巨目立駐閣 4，~冊

人

初歩の 匝蔓量厩抽舟人と Lて町
5f13-官足囲

'堅 金 歯
"と協調性 相週量咽日(H) 緑地以
日つけ畠 "即時"冊... n~t.置虫白に車砂 ~1 1I-車"町曜lJ〈肪H 

. ，・ まれた舟奇 首'"匹 成人~^
(主嗣陪] いτ阻畠

..曲ー"剖 「ー

n問-《犬a.z四問〈e薦》
人制制略目花を層

，..車~:Y\2

に可庫壬字血 制"車副lE-国(]o) i&人却人

'"田ー1

京西公民館
副 ー醐

亨聞 大幅一丁 目 3ー伺 . ， 

4険竃名 肉 g • 定 員 |縄切

~IG 'ド開"の.. 吸困 4il~ 
人

JOlI'i'内統

帥醐，
.人

と

爪

w
m州
市

円
山
町

恥
刷
間

"
を
?

の
趨
lv

M
a
n
 

-
-
説
先

隆

一

ま
セ

‘ ・・宮

司R ・ 5/19-米刊 崎

山閣の
"ω~日 開

4信8

"ぎ).li'1脅
威船棚川

日い3艇 '1:J.' I~
a>t:lI'lI!>"I!' n 

l句JJi1¥31-.11(10) 
. 文化を7'

l附 凶一."凶

威人駒人

官 71-57¥1
平媛茜公民館 〒日待功阻了届"

M 禽Tー内 宮寸 →三寸函F
5.11-1.'13 

トワー介ー 畠本y トヲーカー 制適*曜日目，日人

置亜圃.，.轟"する "加."帥

書 道A門宜 再週白組本的包 ，.'11、1日/甜

世 間~と畳ιみか 車2・晶"木"曜~O)I 加入 I ;，拍
止を学ぶ H曲

祉宜ダ; 1 蝿，占，~圃由、匹目車骨量
518-7.121 

叉 曽 置 叉乎 ヲプか 串2. ¥1)咽"帥，.人岨入

..まで InAII-、 ..耳3

首相 '"日

平堀公民館 干臼 1融置町"師

余.重4区儀 内 . 
と 舎 定 員 .切

主性共岨時間圃
5/10-宏叶'..1iH 司'!roI'1'7悼

.，ナ を干^
")1;相2");"(10) 阿人町立件却

"晶、..却

高帥富田蝿を屯7刊と仲 S』IJ2013-H3'tE叶岨』{r10177 PサF〈MdF必寸VaF終u 
量 い 閏俳句

目世紀へ 担曲l..rJ'I'lt会

I由人捕人

-ι泊

同吋τ司にヲいてす リ H調1-311曜日" 岨人別人

血己賓革 トー牟 μ グ 1自倒ー"岨

成人白人

"跡公民館
." ー醐

〒醐玄刷出.H

. 貧富名 ，、 • と • • a .旬

宜人耳門橿世畢曹耳

u商単町吊礎掲的 ~/6町 10/:抽掴" 
臼 日 量 刊 す '" ・2・4量帽" 院人お人

"凪."曲

品..'車4日"揖

λ門世置 蟻.メラ耳持畢
副2・'"咽〈却下 成人島人

9恒ト"団
ー ~ .'15 

芳 . t、~-Jt!l:時め判唱活判文化
.123-12/1>¥ 

世'軸宣
10111f.1l咽(酌 虚人3白人

.知る 同国ト凶聞

串.晶量塾E 
，lI2_*"fJlZl 

小品誼...量瞳 串2・4『MjkIS曙曲[釦〉 銀人却人

日曲

組 '-"""'.1! 



-公民館事務隼度償婁

公民館では舎年度もいろL

中央公民館
間 一醐

〒o..t三条町23- ~ 

儀費魯 内 • 企 • • 嵐 -切

大事盛咽
画 ^年でaり揖轟 1/甜{大〉

4>12 と入品血嘩科由叫目輸 聞の人
.益 金 ..IJJR T 

H冊層一時閣

量出町社古い町4副E 5/11-*叫>n
.いτ掴 みや， 与， 月 I~H植q3Bz地地〉 凪人4白人品*血路 .る ~， J申-<0

直圃書 担金量化に封'"応E 1/11-車
する揮揖や .曜日"' 前.，;1由

セ王ナー を身:ニゥtする 13.:J:I-1600 人剖A
~ l a 

宜憧 Ir* .文字'"'1' ''"円-:f'f-3117
金曙(1Q) 虻性'"人

智正ナ→ む記宇胃Lます
13，30-16量。

瞳と干由 復然良のja随Eしhrf 1 ~'22-* 'f-3112 小"・7せと
自樫聞置 ι偉再と H曙(10) そ".轟再
.重量 "割ιι 3刈

量美ケE主公民館
ft(3-7(31 

亨回，..鑓ケ丘一了目制限-"

伏見公民館
045-酬

一ω，.野町191-1 

儀費名 内 • 企 • • 員 .旬

置豊田目
化高血回目佐世と宜 5112-来年4月

酎置壬，ぶ Io!lll';u.喧tlO} 成人船人
'度重

漸 柑E九匝剛" 9却-，"曲
4/15 

ア，.眠今7， .. 竃険
自捕に帽し晶体. 4幅n見4性-引車1E曜f-3日JSZ} 

閣4同時EAAE)It小轟守. 
-と Z聞《

"づ〈り場民地

関代，，&刷， 9曲ー"回

‘(み・・ 4・自r.II'J'.τ"胃に {i加-，担草J/I，
や間 よるHづ.~H と 輔!11胞車."却 高齢再却人 (/IU • • 帽〈ち 口町、"田

"' い -車efTfこを学U 刷削諸、国末冊脚。"

宜車骨圃寓事 現'"っけ晶
l】 重人三回人 4115 

蝦君"帽割n唱 由時-"閣

草-花 u avzsovnmee Tか.伝F】叩..  
1111司Ili'事

1....10 
骨師3団0晶31111(酎匝人却人

ー日掴

[i I I~'-""'" 

函..公民館
'“-0101 

〒."咽"二百，-‘ ..名
帰(高.・3学.

内奮 と

".8糾のある

吟枇棚引
り

問 _*lfll22
刷絢槽州

13，ro-15，l) 

女徹湯座

方票敏冨

ζ ども

たのしい

お罰L会

園塞敏置

Lど‘l>~
リム翠髄

&ゅ置聖

書感 鴎

.・奥機

敏 .

……-*If判
M附……¥-T.!' 19-:I;}-11沼

一一…l，"'x'l".…日曜山)
じ 110，00-12∞
・E話φ鼠'!~:\- 15/1 _lO.I l
aし fど"'"ofll 土曜間

情竺主竺土ー斗旦旦 ト6，00
同時.ι.川~魚崎"-一… 1 l'd L (Jl LI' Ilf! 2 .1-)1(10) 
垣敏it-1'ぷ 9認ト . -れ髭史文 tI!断食順。)… ..の を，.文 E 一家信事-3/8
ft"'1'1'I' <; II'OII 112，t'.I1(0) 
づ〈ー

./111;と

...聖書

-ー

小?守と鈎

'巳"思a・.
酬，.人

成人鉛人

小?屯.人 lも "

" 岬 人

.也捕H

'." ~銅.
人

ル.軸'.
ヨ"川火曜'"ぅ ，.人.人
13.:JJ-岬

祷仰の.. 守げと

作法t-'l'J'

5ト 1114
..弛慰問

9，:J)-13∞ 
5!~η-，m 

毎週金郎防
ω00-日

富鍾繭公民館

2ミ鐙.人

時'^

剛一醐

刊 1輔副-，

定一面寸瓦面• ••• 内 • と

膏血品市出内在世史世 L車 事JS『l匂劃聖"書F曜'~日E 
置軍里艦と 白眼量1';'由"却IBfil-131'(lO) 畦人品。λ
恒 富 ."曲

量E打!>I !':-作量RAりEよか陸ら軍龍司遍心" I 51白ー車S悶"帽

人門園直 割2国J耳1・14ト~栢"車壷.凶苛曜(34曲旧日f)I目T} 畦人"人 4/1国量晶 " 

高 障 者 地雄"岳町.量 pZ咽u fItl富瞳sAA岨民}剛骨.品1入4・d岨国p 

)司R 岨 骨ため酌宇胃 ..JE掛ー"甜

世"一日乃

量発ケ丘南公民館 〒~， 中山町薗ニT畠 921- 1 

-・，
m
 -

ω
m
A
 

諭
鰭

月
調‘，
 M

制
的

り
駒
忽

4
岨
刷

'
U

(

 

ー、。

内書 企 • 



-万賓のうたふるさと傑簡

!

?

 

ニ
か
り
一
七
八
五
ま
で
の
針
q

l
f

一

Eい
う
堅
い
歓

t
t
E

宅
守
と
出
秒
間
H
臨
伐
と
"
の
寄
ふ

る
歌

E
T
4時
代

;

品

商

t
Jん
の

ま

自

宅
A
Eれ
て
い

:
f

i
-
-
zの

怖

症
;
目
t
T
2れ
て

い
る
の

u
g
i、

1

1
の
闘
で
交
わ
さ
れ
た
制
開
票

ハ
tA駅
尚
も
ダ
ン
ゴ
に
広
勺
で
い
る

匂
ど
と
い
う
ζ

と

umき
で
あ
6
・

よ
ほ
ど
草
品
怖
の
を
た
一
人

の
結
び
付
倉
で
あ
っ
化
に
，
ち
か
い
包

い

こ

の

害

2
2一
町

f
s品
に

よ

る

企

右

手
ふ

と

拍

車

Z
E
L
K
2
2

-
B・

切
れ
て
勧
に
よ
う
で
告
の
閣
に

専

は

再

来

損

品

E
q

罰
金
鍾
ぃ
，

E
の

で

官

い

に

そ
の
心
怖
を
敢
に
託
し
て
空
値
か

め
あ
う
た
の
だ
と
む
う
こ
と
ま
で

凶
お
か
る
・
だ
が
、
見
K
が
州
賓
の

君
臨

h
t
t
J

芯

ぜ
そ
ゐ
与
に
き
び
し
い
制
緩
を
受
げ

怨
同
り
れ
ば
年
一
日
む
か
勺
た
の
で
あ
る

今
日
も
4
4
も
女
な
り
せ
ば

見
ま
く
ほ
り

百
円
冊
鹿
の

外
に
立
て
ら
ま
し

日
刊
時
開
間
百
計
R

e
l

↑
託

じ

し

io

う
か
・
男
氏
の
併
が
本
い
り
泊
で
あ
る
、

長
2
た
万
俸
の
時
代
に
そ
ん

は
煙
不
尽
と
も
い
え
る
処
庚
が
あ
『

た
た
め
に
六

4
nと
い
う
興
需

は
ま
で
の
般
の
側
関
歎
が
こ
の
-
人

の
た

E探
則
さ
れ
た
と
も

Eで

き
る
・

の

品

Z
Zの
書

は

秀

樹

翌

五

泌

さ

れ

て

い

る

高

の

2
2
1高

の
あ
る

一
徹
で
あ
る
・

彼
の
敢
に
容
え
る
よ
う
民
い
や

ら

;

重

品

念

を

こ

め

て

新

上
峰

f
が晶軍
令
で
い
る
・
「
“
引
が
行

〈
遣
の
出
九
W
4
織
り
猷
ね
続
き

S
E
P
t
t
L
ま

る
で
橡
慢
の

E
tの

型

車

両

さ

せ

る

ほ

ど

の

e
2

2
e
s
E品
在
。

ヌ
青
山
曹
関
民
槽
稼
山
綱
同
大
望
台
慢
}

鯵
星
野
東

2
1
2
U
3半
減

6. 

Ww例内
の
曽
柿
伺
低
0nHで
あ
吟
た
の
「
ぶ
れ

E舵E
 

E
l
l
 

-
a
E
5
2
2邪
L

f
a
s
'と

い
う

E

1
 

z
aょ
の

が

E

t符

22が
品
日
か
り
な
い
・

歌
の
・
思
疎
同
跡
、
も
し
い

n
d千
緩
w
n
v

に
私

が
思
し
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
人

川
に
な
允
信
い

L

f
;
 

告

の

首

長

で

s
u
fと
の
進

一つ
綱
舎
得
噌
て
い

た
ろ
う

ι
i
(誕

百

器

に

泌

さ

れ
一
人
員
〈
眠

て
ら
れ
て

Lt

i
t
-品

で

あ

る

」

苦

油川;.!。

iE奈i
iiX筋

1i重号桜

『
い

f
へ

の

宣

の

署

員

篠
け
ふ
九
竜
に

ωυ
ぬ
る
か
包
」

2
2
a
t
z
f
 

ζ品
の
桜

Eはf古P〈
か

t句
z企

与
?
り
品宵

て
一
ヲ
リ
れ
で
と
別
弘
弘

Mu“川
魁
組
う
て
い
た
.

し
か

tし兎
fしhい
八
詰
頓
宮

t

14員占
高

4歌略
、
古
直
凶
に

Eの

JfU:る

5
iで自
?
も
わ

2か

t;3Ei!ut4
か
セ;q;f
化

E企

い:う

.Jそ
れ

2を
哲

苦

E一ニ

“鮮町?姐悔岬

Mが
伊
、
人
正
-
=
ル
停
咋

ι妙

山出む
m肱臥の

a山
で
兎
し
い
八
爾
W桜伎を日見見

て

zめ
2本rに

E
z
:

:7:L主
で
究

1
4
T

t:“
 

」の
桜
に
“
uゆ幽喰胃式一天大山市
川

qι

に
愛
で

2
2
aに
Z
2

2
い

ろ

章

一
条
天

E
彰

子
と

2
2
T
Eを
聞
に
し

て
の
苧
り
と
り

t
野
市

VZι

事

z
a
z
tど、
F

U
エ
ピ
ゾ
l
ド
が
あ
る
・
知
る
う
%

に
す
う
か
り
ζ

の
僚
を
処
匂
げ
れ
ば

の
忠
弘
に
か
え

A
主

ご

ろ

に

αる
と
解

S
E
t
t

主

主

れ

す

J
E
E

〈

-
aか
句
見
え
る
の
は
幼
本
だ
け

z
t里
駐
車
場
に

u
t

院
か
b
w
w
凶
観
さ
れ
た
桜
が
あ
旬
八
分

;

し
た

!

i
i
!
 

が
る
旬
献
が
人
u
-
xし
た
喰
も
ろ

な
ず
け
6

・

こ
の
見
し
い
帳
M

良
L
い
ゆ
え

に
か

1
S
E
L
l

事
だ
が
と
ミ
ヲ
か
誌
の
進
寺
山

鎗

2
2
2品
E
Eう

よ
一つ
念
C
て
い
る
・

;
;
 



東西局主.~クJ凶0"

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
• • • • • 
• • • • • • 
• • • • 
• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

コ
ー
ル
な
ら
や
ま

『
骸
凋
に
込
め
ら
れ
た
感
情
が
犬
切
忽
ん
で
す
』

R
f
t
tし
で

よ

湾

市

内

で

I
'の
マ
マ

さ
ん

2

1

:
で
す
・
〈
白

2

1
a
E
B舗
が
ゆ

E

了

人

J
K品
4
z
f
τ

人
ιわ
い
て
と
て
も

γvhFホ
1

4
高気
3
13
主し

ん
で
い
ま
す
・

b-
畝
勺
で
い
る
時

uu内
も
か
も

乞
れ
で
寝
中
で
き
る

MM
つ
の

書
語
し
化
時
の
鵬
し
さ
が
い

い

e
u
r
3
l
'
xの
恋
し
み
ほ

人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
歌
が
好
き

誌
の
凶
み
ん

u-
鰭
・
日
志
の
取

。
。
型
ど
い

t
品
J

Tん
で

i
f優

し
く
a
m
4
h
泊
先
生
の
繍
場
で
、
大

幽
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

寸
」
う
も
り
の
ワ
ル
ツ
』
舗
網

M
は
じ
み
の
幽
で
す
が
白

F
4
J

望
号

B
E
t
t
-

V
イ
y
k行
作
級
酬
の
る
る
ピ

γ
ノ

の
先
司
が

6
1
M
と

ミ

て

普

1
1
tょ
う
や

〈
彫
に
ロ
『
で

aeaし
た

あ
L
E

d-い
か
げ
で
日
正

2
3

ン
ザ

l
ト
で
党
必
す
る
、
と
い
う

の
が
日
ト
め
日
銀
で
す

Te--ーの
楽
し
さ
品
か

zzz号、
雨

量

じ
て
み
ま
坐
ん
か
・

F
t厳
司

量
ぶ
の
ぞ
い
て
み
て
〈
だ
さ
丸

御

M
M匂
週
本
・
H
羊
附
子
肉
、

;
i
E館

で
・

連
鎗
即
集

紗
中

AE
@
8
5
t
4
v

-
ま
つ
ぽ
っ
く
り
な
ら
ま
吉

少
年
少
女
古
唱
団

団
員
膏
軍

剣
怠

小

中

学

作

-v
-R習

面
上
岨

H
E
i
f

-
-
f
i
 

a
-
-
A
2
L
t
 

'
ク
ラ
ス
u
m
T
後
3
時
L
6
q
函

FEz-
z年

U

2

6

2

2

E

名

?
旬
、
悦
関

係
調
布
名
《
縛
飴
v

g

i

E

4

川
崎
日
ま

で

に

同

問

書

日

空

白

I

日
l

M
市
役
雨
前
和
マ
ン
シ
'

ン
哨

包

@
S
6
6
6
V
ヘ・

-
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

テ
ニ
ス
大
金

お円七
し川目;
ら 2会品

世 iiE

『

-7
1
ク
ル
鮪
介
」
の

2
1
タ
I

l
l
-i
iし

て

い
ま
す
・
公
民
館
で
病
勤
し
て
い
る

i
i
!
 

は
市
内
の
テ
ユ
ヌ
タ
ラ
プ
所
闘
の
人

・官

-一男告
2
2
1
41

1

1タ
3
1ス
間
体
験

.
，
加
費

1
人
下
開
門

マ
幽閉し

込
み
所
定
の
則
睡
眠
に
必
要
事
制
金

鳴
い
て

4
品
目
ま
で
に
阿
タ
ラ

プ
《
事
実
在
阿
1

8

1
4

-u

・4
7
7
5》
へ
・

〈
わ
し
く
陪

伺
婦
へ
・2

5
1
7
?
 

と
し
て

E

2

1

-
奈
良
少
年
少
女

古
唱
団
団
員
募
集

対
象

幼
権
闘
停
民
削
x
t
!
中
乍
生

v
a申
し
込
み

uaaeに
伐
所
ι

氏

名
、
学
校
名

Z
量

4

1
iい

で

4
品

目

ま

で
に
国
戸
内
本
辻
町
2
0
0

青

少
骨
量
歯
肉
ご

Eい
合

宮

闘
の
出
1
8
・0

8
0
8
V
F
.
 

-
不
働
産
由
無
料
相
談

凶
日
ふ
不
動
訓
mE旭
川
辺
也
会
一
近
畿
会

古
雪

z
t
t
R
E

と
き

l
h申
前
川
?

午
後

A
:
ζろ
眠
中
小
企

象
会
館
空
路
町
】

'g

l
i
-
-

Eい
合

Z
He話
会

《
宮

@
5
9
6
4
こ
.

-
醜
聞
の
花
木
層
一
軍
回
開
室

と
き
7
4
H
n日
ω
M
H
M仰の

8時

5
2
5時

Z
?

市
際
協
干
減
求
訴
A

依
‘
町

v
'

闘
い

Z
笠
宮
8
?
6
2

1
v
 

加
入

1
u
q
f・

A

連
峰開
先
V

市
役
扇
広
緩
ハ
ム
曹
関

{雪
組
W1
1
1
1
}

n
t
li
で
盟
主
干

る
φ
』

タ

ル

隠

必

v
t
ク
tm
u
h

活

動

内

鴨

公

比

館

員

H
時

代

i
f令

市

書

記

公

E
E」

喜
〈
だ
さ
い

71u，蹴"



I~ 111 
矢坐相r-~ん

-ママさん特派員レポ

M

キ
ム
チ
M

お
好
き
で
す
か
っ

6
3
キ
ム
チ
講
科
会
に
参
加
し
て

S

同
旬

f
q
-
A
4
n町
の
贋
脇

需
品

p
n
m
z
"会

館

“v
f
l
プ
J

し
ま
し
た
・

』
の
会
館

U

弘
司
肱
他
市
健
闘

a

t
i
E
T
E
i
 

信
委
剛
志
p
h

凶
め
、
巾

MKの
向
併
に
も

高
め
植
を
仏

1う
と

i

1473Lτ2Lt 

の
・
廃
協
か
巾
hv
mv助
峰
を

Adw‘

te習

会

全

聞

い

て

い

そ

t
T
i
z
i
p
 

sLtzuR鴨
川
人
の

量
2ん
-t
品に

t

，
に
つ
い
て
品
し
て
〈
作
さ
い
ま
L

た

ZTrtft自

5
4
T
-Mituf 

teE↓
2
6
1、

f
i
s
;
z
 

t
t
z
B
r
it
 

のb
 

e
 

るL
 

各もんぷも

a
y
引で

る
ん

切
る

奄
創
刊

議

入
野

を

-Lい

t備
え
る

'ZEb

u
p
H
eう
で
ぜ
・

a'の
附
仰
る
'
の

T
i
e
-彫

t

で

人

目

野

し

1
5里

つ
は
ぐ

-
eム
・
す
と
ご

U
ん
』
制

金のみ
4

つ
に
単
わ
れ
M
F
V

均
一
で
す
が

f
:
1
1
3
 

i
仰
が

z
i
i

-
i
i
 

鞠
で

I
品

tat

受
講
川
1

の
怖
さ
ん
も
航
中
心
に
院
寺
人
う

て
い

f允

キ
ム

チ
の

Eも
ず
い
ぶ
ん
と
多

〈

Eゃ

EIJau

加

4
8
e
'
・
偽

eMの

n町
市
利
用
と
L

て
時
か
り
凶
副
総
か

い町
‘
位
と
仏

a
A

勺
れ
て
知
人
飢
則
自
思
ド

hmか
れ
佐

町
も
山
さ
れ

F
キ
ム
，
で
そ
の
攻

?
M
R君
臨
納
品
E
い

う
鍋
鴨
川
の
む
同
酬
だ
そ
う
で
，
.

4
z
u
t
z
iの

「
山
気
宇
ゐ
チ
』
を
作

η
怠
し
た
-

z
tた

れ
策
は
人
似
品

i
i
t
-
-

i
f
t
i
l
 

h
、

1
2
a
1
5

2
6
2
u
E
?、

:
i
;
i
E
 

r
i
-
-
K
 

也
か
り

114fzt

f
f
i、
皇
官

み
品
官
、
怖
の

H
a
A

が
E
，
タ
ス
ム
河
ば
れ
て

6
加
・
"
の
信

い
東
山

WLい

nRaae--a7MVで

aa

l
t
f九
2
2怖
さ
ん

も

uaし

施

時

し

い

東

Mmι
ぃ

の

1
i
t
-
-

E
E
i
;
 

h
J
2て

z
t《

i取
れ
る
の
で

1
t

AuztrL品
士

て

も

a敬
的
で
L
た・

弘

Elul-

i
i
i《

Z
I

L
-
-
z
iリ

ESnTKAJZ 

君
主

tLEs--

す
が
剛
凶
作
す
る
四
倍
uz薗
げ
字
軍
庖

U
少
む
，
、
“
り
ま

L
%
で
も
誼
慣

習

t
z
a量
品
し
い

z
i--
s
E各

地
の

t
t
=
a
z
r

i
号、

E
t』
・

刊
書
と
、

E闘

bEI

-
-
i
t
u
E喜

代

abntfz宅

鴎
近
と
《
に
編

m-司
の
仰
怖
い

nu鰻
-a

t
a
-
-
T
J
 

い
&
よ
う
に
魁
い
怠
す
・
4
y
-
A
，

I
R網

f
E
f
t

a
-
-
E
E
t
 

p
s
a
t
-
E
L
 

:ぃ
i
g
t

HenuLThanE 

N-e

u働
で
b
嶋
A
V
す
よ
今
民

L
た

i
z--
t
t
 

;
i
i
f
 

E
2
2
y
-
z
a
 

・2
t
t
t
t
z

ぱ
企
魁
い
傘

L
先
・

自
撃
牟
'a
チ

"山|同

， .嶋IlIUllョ"
軸い は . 回

3 ・・‘1:'.'‘"を
入れき， " 混ぜる

‘E夜よ切.開闘"

6ニMて ""ぞらいれ



"知ら世・I!Il!tII'ift34-1111狩〒'"二条文陪剛了111-1

参
加
し
て

く
だ
さ
い

市

3

1

2

5

5

M

S

H

T

 

鋼
か

n
a
-
-
-
-
R
崎
へ
乍
A
M
V
h
1
岬
町
7
内
弱

z

i

s

r

F

i

z

 

z

e

E

品

置

が

巾
内
ZA
h

で

a
q
広
げ
り
れ
ま
す
・

1
1
1品

f

で

f

i

t

-

Z
L
E
Y
T
 

・・
開除，L刷，nu，恥aM明uq-隔日川

崎
明

1

1

の

2

2

2

q

z

t

e

A

U
泌
氏
名

V
胴
人
.
，
加
行
u
，
恥
R
M
鴨
川
可
細
川
川
幡
届
句

;
!
τ
A
 

M

M

E

2

4

巾

車

体

2

2

K
体
何
人
会
a
'
m
M
m
守
醐
a
m
人
附
刈

H

-u紬
w
i
l
l
-
》
ヘ
巾
L
一企ゐ

?

5

2

5

2

2

2

げ

日
iε

A
-
a
と
・
割

【・圃
}uv

・
陸
上
賞
後

〈
ク
ラ
ブ
"
E
a
v

【m
f
M

殴
F
剛
剛
、
ω
-
E
T揃
m

R
7
齢
制
聞
リ
レ
1
4
り
尚
院
ぴ

4

句
制
民
U
也
九
健
げ

マ
中
n
f
l
創
刊
刷

R
e
1
湖
町
制
m
リ
レ
、
4
町
制
嶋
U

・
中
崎
'
z
s
q
i湖
m
m
m
綱

m

制
-
m
s
v
m
蜘

mりしv
I

4
句
制
肱

ぴ
‘
£
り
a
-
明
。
、
飽
九山間
げ

【U
F
M

e
;鳩
町
制
伺
3
7
m

ω
・
リ
レ
』
4
り
似
鵠
d
、
4
勿
高
幡
ぴ

也
九
慢
げ

-v
中
?
1旬

m
m
m
m

欄
-
H
V

し
v
t
志
。
削
剛院
。

.
中
ψ
2

3
U
可
ω
-
m
m
劇
院
刷
問
、
内
側
m
M
3
ν

t

E

U

4

品

事

也

九

時

八
匁
舗
測
網

a
m
僅

V

百

Y
】
'
1
H
a
瑚
剛
£
η
削剛院ぴ

5

3

2

?

詰
T

S

“

h
M
a
u謁

a
n
t
の
偽
仇
時
代
別
湖
国

E
T
R
4
。
一
刷
鼠

σ、砲
丸俊
げ

【u
f】
'
a
t
H
a
;
嶋
田
よ
り
剣
脆
ぴ

曹
時

l
1
M
a
ぉ
i
m
u
a

官

ad
u
}
の各

h
w
代
別
融
剛
R
S
T
m守

i礼町制剛
院
ぴ、

砲
丸
慢
げ

-
-z-w舗尊・健

呪
中
内
7
仰
向
ス
ポ
ツ
少
ιη

川

・
高慢且w・

・
3

L

L

1

i

1
2
中

-
ソ
ヲ
L
r
'
ニ
ス

例
入
《
ダ
ブ
ル
ス
》

-
M
F
《
お
a
L
本
品
て
成
人
別
f
【
泊

h

Z

て
草
?
a自
J
》

般

i

t

-

-

f

i

 

人
A
《
i
・
u
B
〔
小
恨
》

C
ハ仰
が
R
V

Ammmhk
v
同
体
中
n
f
%
以

-
テ
ニ
ス
グ
ヲ
ル
克
也

般

向

校

中
?
の
%
M
K

E

m

R

E

i
 

a

巾

Z

R

U

・
2

4

4

般

躍

中

の

自
u

.
“
ス
守
町，
LFam--ル

?
少
年
の
首
u

m
A
校
中 .IICI険

Z玄

盟
田

.
，

J

i

m
-
苦
手
z

b

巾
ヤ
《
ヤ
健
対
仇
て
少
匂

-バu
F
Z
ン
h
F
ン
帥
制
中
継子《
1

2

w

s

Z

3

1

5

人

3
・

人

面

白

1

8
?
?
;
)緬

的

U
A
M殿

m
m
外
)
中
乍
〔
2
3
年
)

小乍
ι

〔4
・
5
・6
住
専

v
m
k
v
川
体

後
【
作
品
院
険
外
】
尚
訴
、
中
令
《
2

Z
年
】
小
尚
子

.z
剣
.
観
慢
、
一
尚
自
校
中
車
q
2
の
自
k
、

ゆ

ε
.

.

.

 

個

.

.

.
 

網
入
"
処
、
侮

u巴
山
A令7
【

1

2
e.so“句可】叱‘小
φヤ
，
《
.
e
as'e“句可》

.''
附“体陣.陵慢町R1命臼磁u1中?

-
霊
平
過

倒
m
f
斤
句
“
腕
依
巾
ア

小
ヤ
ぬ
局
f
a
喝
の
併
切
f
k
f
【
巾
?
以
i〕

E

i

-

-

i

 

仮
乍
斗
@
偽
剛
m
h
k

-
i

i

a

z

a

 

u

z

v

車

産

女

f

R

H

R

際

空

守
川
体
句
、

少年-
-
-

一
般
向
k
m
外
幽
君
、
中
F
《
l

2
a
可
s
q
】
削
m
k
《
側
人
間
体
》
小

字
《
a
R
“
-
別
h
a
【
例
入
】

?

?

I

m

i

-

-
7

2

2

m

r
 

・
2

1

2

4

J

2

l

般
・
1

1

3
T
ン
グ

総
《
ス
ナ
V

AV
ゾ
・
1
タ》

-
e
e
e
t
隣
u
m
人
予

般
AW時

殴
M
n
】
命
説
小
.
，

B

同
校
入
?

.

.
 
，“
合
L
・
M
g
人
?

笥
小
ヤ

・
パ
レ
ポ
ル
・
巾
?
小
学
の

q
k
-
R
 

i

E

型

級

車

E

E
自

8

2

3
ン
グ

専

商

品

・
8
シ

一
一
7
《
却
・
U
L
r
)
ジ
畠
ユ
ア
A
m
a
A

-

i

2

2

5

f

 

a

齢
制
銃
〔
S
人邑
7
1ム
V

.
，
グ
ピ
ヲ
ヲ
ト
ポ

tn
unx可《品。
銀

以
上
】
↓
阪
中
ヲ
小
?
2
内

Mm》

-
餓
剣
道
側
人
一ゆ
e
v
阿

体

観

・
M
7
1
ト
ポ
ー
ル
殴

・
1

2

主

制

人

般

向

E

a

u

f

-

u

 

-
ψ
4
タ
リ
ン
グ
眠

・
1

1

2

=

・

-
ν
タ
リ
z
，
シ
・
ン

舗m

Z

E

B

U
 

911・A



同町喰概念~ト， ¥ 11網干'"二条コ'"・-T園H・お知らせ

行

政

一
用
意
層
制
度
が
田
正

告

の

喜

正

式

会

の

L
L
t適

切
に

2
1
2
4
E
E
量

級
峨
怯
の
一

億
が
改
が
〔
衡
込
み
の
「
伶
み

よ
い
ま
色
づ
く
り
へ
刷
げ
て
」
君

主

正
5
1月見
7
2し
ら

事

俗

、
そ

れ

品

f
鶴
市
計
自
の

l
it
a
i
-へ

の

修
げ
に

t
i
s
-
z

z
iの
ご
奥
山
高

E
て
自
し
て

い
8
tい
と
思
い
草
4

・
お
伴
は
ま
い
に
匂
弓
て

Li
r
-に

つ
い
て

vt

ご草

2
f
u
z
z
t
a自

白

外

的

に

躍

し

伶

所

、
奇

書

先
合
併
記
し
た
文
書
に
付
近
の
見
敵
"
関
金

掻
え
て
市
民
あ
て
に
側
提
出
し
て
く
H
さ
い
・

-a出
先

6
月
叫
初
日
ま
で
に
市
役
所
針
酬

棟
三

圃
盟
結
究
格
者
・
引
錫
者
に

圃
書
状
な
ど
を
贈
呈

Z祈
念
事

5
2
1
E話
術

i
i験

が
あ
り
、

1
2

・h
k
w

・fsm以
i
の
人
》
に
、
内
問
総
姐

F
E
E
制

E
Z里
L
Z

R
え
の
大
恨

の

韓

両

い

生

以
外

l
i
f
t人

Z
B

M

年
排
出
禄
期
山
リ
」
に
よ
る
特
別
交
付
金
ル
受

納

L
t人
に

自

書

人

Eの
R白

E
1・

T
込

Z市
役
所

E課
に

t
Eに量
Z
Sい
て
悶
ま

〈守
川
康
成
部
文
成

K
K
M噌
h

一一

一
三

8
0
8
1
3
9
4
5
1
4
7
0
4
)
~e 

一里
聖
書
台
帽
の
護

j
j
i
 

u
つ
ぎ
の
と
お
句
付
い
草
す
-
U
お

緩

覧

に

俗

星

通

g
z
eし

て
く
だ

え
ま
た
員
会
理

u
R伏

か

同

a
a
"が
必
隻
で
す
。

自

17uT
舗品
S
A

T午
後
5
崎
市
分

E

L

t
日
曜

日

u
F
Z
-』名
市
役
所
巾
喜
2

・剛
都

5
会
織
考

国
軍
庭
簡
易
幌
却
炉
田

園
買
い
換
え
助
成

E
6
a
t
Z附
E焼
却
が

の
耳
え
の
喝
の

E
z
-
-に
訟

の
怠
L
た
の
で

π符
え
を
和
明
さ
れ
る
人

ぺ

2
2
2
z
z
z
i

n--相主
umH

U

'
O
9
9
0
0

@
8
0
8
v
、
.
当
ご
み
壇
杷
化
包
器

R
2

〆
ポ
ス
ト
)
の
助
成
制
度
も
狗
則
し
て

く
化
さ
い
・
く
わ
し
〈
M
M

同
盟
へ
@

品
剛
威
内
容

信
ご
み
喧
肥
化

*
a
A
腔

俸
に
つ
き
2
w
a訟
で
)

M

U

鴫
入
価
怖
の
2
分

の

L削

B
i
s
-

か

(
l
m絡
に
つ
き
1
紙
、
た
創
に
し
有
佳作え

も

g
u聖
書

の

2
2
1で
際

自

は

一

百

tご
み
唯
肥
告

2
z

i
i
i
tに

つ
い
て

は

5
2
i
t
t
;さい
・

圃
住
宅
用
家
屋
駈
明
白

圃
手
数
料
を
政
正

4Mluか
り

2
2
E引
の

品

料

M
7加
川
に
改
正
3
れ
怠
す
@
そ
の
他
の

後

E
ft
-ど

お
り
で
す
a

A
L
A
S歳
出
世

空

・

姐'-"'"I ，() 

主任児童委員制度が新たに発足
1j; f ~ 4-例号 {<: b l::t.の償問時還をつちかう峰齢制〈り ie lO~1..酬の民生".""'11醐叫川町畑
山岬門に附H印刷安"闘が、i'1á 6 'f- IJll lI ~'.>付酬に制し.し".
J'f[".s.:fW， d峰山.，刊叫日たずに従来の闘を町山町民の相対する醐劇

的い ま夜間叩判事叩酬との銅山として、"' .!; ，~ ~た酬を闘するこ企山山蜘

仙，"で"抑制J'![N:.香"岬位入:l:!.1:叶制古川 した.偽旭区の印刷開聞の肘です.



'"''らせ ・市健衛官制 1111~ 〒底調 ニ象大量陶丁目 1 -1

圃
市
の
就
学
握
助
費
白
申
摘
陰

・5月
四
固
ま
で
に

市

敏

行

自

主

小

?

に

対

す

る

学

!

?

の

i

盛

つ

Z
草

に

よ

司

て

高

し

ま

す

5
2
E
l
u
v
i
 

-
-
L
I
t
-
-

所

9za--さ
い
・

1

自

主

主

船

L
'
い
草
も
改
め
て
巾

績
が
必
食
で
す

-
E
定
・
・
:;;一ザ
成

S
U略

i所
得

2
9
3
1

干
の
悦
稽

V
必
察
・
捌

就
場
縄
則
男
受

給
中
読
書
ハ
符
乍
校

市
借
断
学
傍
飽
に
あ

り
ま
す
三

園
国
民
年
童
保
障
料
が

-4月
か
ら
歪
わ
口
ま
す

E
4
1
t
埋

ま

の

S

E
ir--ir--全

日

!
?
i置

が

'5J司 E償問主て
決袋裳務、表獲鼠纏犠望号

医加担九号量
吋川柑，'..:1主んでいで剛醐2昼間 外岡崎

“をしている人'.~I~れでも個人" ます.

.，し品川酬 融 刷 出州制埠酬~

火災共済 (1世帯 1ロ)

i
t
i
l
t包

〈

E
t
-
-
Sく
5
い

J

お
ま
い
の
す
創
が
省
け
る
口

zz

a主
値
し
て
い

1・

2
2
」出

〈
M
に

さ

!9・胴 を..，個 副?剛

ト， . 11.1岨 4ω H 剖弛

• • 1J3.:W 4蜘 l直恒旧

割引圃 l，210 '" Z湖

問 "開l車問 4側 134，610 

岡 jt刷

an
は
、
令
し
M
A
常
事
象
析
が
対
象
で
、
喰
幾
tm

S
F
E、
Z
の富や

E
g

i
i
i
f、

z，
酬
の
変

動
状
況
高
与
に
し
、
わ
が
凶
の
ま
樋

i
i
e
Hと

し
て

い

1
・4
品
目
り

2
2任・

1
員

百

が

自

し

ま

す

の

で

、

ご

a

n
eお
願
い
し
ま
す
・

2
型

し

九

百

誌

で

刷

〈

総
LZり
れ
て
い
干
号
、
「
統
計
」
の
門

的
以
外
に
判
附
す
る
こ
と
ほ
あ
り
ま
せ
ん
-

L
i
i
iコ

一交
通
遭
児
童
話
金
主
輯

i
t
i
t
i父

母

事

き

た

小

!
i見

学
健
助
金

;

し

て

い

t・

健
助
金
は

小
学
金
に
坤
川
崎
欄

2
F拙
問

中

IBi--

自

の

小

型

官

通

学

し

て

弘

主

i iTJ 

叩 ..*AiNla

交i轟災奮共済 (1人 1口〉

. " 年闇}• 

;1: 

tlllI!iII''''*'二二ごJ 二工亘
制"安全縦約ト舞Ni'>U'縦.・U'"胎 IJI!.IttUI，1lO凡

4
月
市
日

i
5月
E
日
は
陸
自
動
車
税
(
全
期
)
の
納
期
で
す

日

早

絞

高

じ

て

A
U
Raで
じ
ゅ

局
し
て
〈
だ
さ
い
・

t
zの

2
4草
し
て
い
る
人

iで
に

j
へ
中
断

し
て
〈
a
れ
き
も
.

-
は
口
・
き
ゅ
う
等
施
術
料

園
助
成
券
を
吏
付

心
身
隊

we(児
V

の
健
阪
の
健
札
同
情
進

P
2、

平
成

6
1
1
E

h
n
Mつ
づ
り
で

l
固
に
つ
島
干
国
内
を
助

成
》
を
究
什
し
て
ー、
主
す園

マ
ωm-e
宥

身
体
阿
梅
行

F
脳
l
t
a餓
所

z
i
i
j
 

立
書
f
F
E
-
F
r略
印

民
を
は
何
勺
て
市
役
所
隠
生
観
ま
で
俗
僧
し
〈

ど
さ
い
・

一軍
タ
ク
シ
ー
自
室
内

噂
度
芯
血
管
鱒
育
行
〔
史
)
の
生
夜
行
動
範

盟
大
の
た
め
に

2
6年

度
分
、
車

タ
ク
ゾ
券
〔
他
歓

つ
づ
り
で
1
州
に
つ

s

fi助
成
)
を
交
付
し
て

L
1・

射

2
2
里

f
書
官
で

-r検
体
峰
町

内
緒

〔

む

様

腎

厳

呼

験

船
む
と
)

制
力
の
隊
将
位
度
が

1

2

級

の

究

棟

f
T所
持
侶

Eし
る

;
i
t
q
i
 

!
iヘ・

一
車
問
パ
ン

Zlムを盟

4
M
I
Hω
か

え

忠

雄
耐
小
学
校
内
に

富
市
4
5↓

l
t
g
L
E

入

i占

rudi--

ヘ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
l

、.

闘
い

古

智

市
役
所
女

E
Z
m
"1叫恥 町



市健所ft34-1111r句子氏淘ニ保犬間耐一丁目，-，・お知らぜ

圃
ご
利
用
く
だ
さ
い

圃
一
時
的
保
育

1
2
2
と
し
て
保
書
記

話
芸
型
2
2
2
2
る
入

院
1

刷人事のn-m介虚の化め
、ま
路

Z告
が

緊

急

E一
時的
に
2

4
る
3
2
保Z
E
t
--

Z
E
E
-

E

E

 

A
A

通

勤町
一

六
八
V

V

保有岡崎

件

前
8
内

has:
面白

品

悦

M
1
主
E
Z
E--2
巾

自存する噌
後UHHか品
γ自
主

での

j
i川

A
i

-
-E
E
(利
附
創
出

t
z

l
高
度
と
す
る
】
閉
ま
詰
f
lピ

ヌ

E
《
目
E
の
け
か
り
i
Aを
限

度L

するv
・費剛

-HU1た"す岨

円

飲
食
帳
場

だ

auau
-v利用主歳

1
1
i
i
い
で
i

i
へ
・?

?

f

i

?
わ
し
く
::
?
i
v

i

j

i

、
E

催
し

教
室

• 

?M
Z
景
品
作
品
Z柄
E

auctr'dえます
・

〈命受生
活.予畿
V

とき
5
月

HH倒

t
u
品
高
平
後
1時8
4

Z
こ
ろ

2
7
1
;
:
:

ンタ
t

《も乞いどのぞ
ンタl街V

〈Z
Z
量
Zv
s
i
u

は川明か句
ω
川第水曜H午筒
ω
句、止

;とこる

E
E
i
E

勧剛(令国ト人
和町一
1uv

t
z
z
君
主
v
s
i
H

日閣からむ叩
川節水曜
H乍後1的14

時
T
こる伏
昔
話
あ
や
め
型

空
t
a尚
子
川
〕

申し込み
V
U
2
4
臣
、
2
停

幽

R

喝ぷ高い-桶何??校名告書いて
、4

月日けまでに市役所副raへ
・

圃
察
興
マ
チ
ャ
ン
ト
シ

ドセ
ンタ

・

1
ー一

・
1
F
A
X
1
0
4

パソヨン歳習会
ハ入門ヨス】

と

き
-5Mげ
円
拠
凶

mHwmH匂コ

EHUh-前川
崎、今後
lqコ
l叉

pmMは今後
2

時35時

'定員
各叩

人
1
2
A
f
円

5
3
3
;
ン
?

と

S
A
B
um-3
12
n

u午前柏山
崎iyq
後1酌

ι

・ヨ

スPηuu

s
z
?
5時
E賀

谷川人

'

Z
7

キ
ス
ト
代

7
川

フ

J
E
E
P
-
Z

と

き
I
I
I
-
u
H
句
7

スW
Uは今館
山崎14後
1時コ
ース

w

j

i

!

?
 

品人

1
2
A
37川

〈剛し
込みV駐
車
t
u
-
-仰

会
名
と
ヨ
ス
同
受
au代
作跡
、氏角

i
!
?
k
;
 

日けま
でに同信ンタ
lへ・
ヲ，クス

e

J

ヨン習しるくt，p
e-
-

ぁ

7
1
t
t
f
習
は
号
。

;ョ
li

i

i

く行さ
L
.

E
E
E
Z
童
相
苦

H
ft長のように
副主
;
t

t

t

E
仇

E
at

-
=
i
i
 

ハE
E
E-
i
H
2
1

7
:

i

;

i
l
 

i

e

s
-一
火曜日午

後
1
的

84時

守綱m-m凶
俗
画

ni

a

p

s
l

a

p

 

後1?
4
Z
E
弁千

A
E
i
R
Z弓

圃
輯
古
福
祉
セ
ン
タ

-
i

三
l
-

・!
?

ふれあいハ
イヰング制"と
-E
4M

nH理
問
p
a
A
Z
品
9

2
分

2総
合

g
e
l
--

剛

4
日
t
i内
で
惜
し
を
自

z
lス

大
和
r
f
d
p

i
ン
グ
:
玉
目
俗品、少

仔
円

g
t
t
t
で
T
I
E

l
i
-以

上
の
豊

里
R
T
そ
の
ま
自
主
人5

t
h
E
i;
5
 

罰

VE
T
-u

i

z

-
-
来
年

3H

2
3
日
午
前
山
崎
j
i
，

定員

3人・事作伐の凶
auiの身
休

1

4

F

E

t

i

 

a
l
4
1
4
3
t
 

ア

2
2
T
E
Z
寝
工作

費
者

E
P
2
5
智

4MmH 

申し込みVZ
E
Z
E
句
作

所氏
名
E

E
耳

障害
R

領
有
の
場
。

u
禰
別
品
板
。
，

E
いて

a.'"川"

詰
め
切
り
け
ま
で
品
f
f
コ
ハ

i
z
i
E
R
I

-

-
勤
労
者
輯
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
1

2
4i

;

E
E
-
-j
4
4
 

2
E
賓
と
き

A
n
H
i
z

H
i
i
t
i
q
 

日

E員

巾
存
作
動
員
3

鈎
人

V
費
鴎
斜

7
T刷
円

v
g
し込

み

往
復
U

がきに
敬
子
負
司
王

E
号
普
氏
主
い
て

4川崎日

までにUEnで同晶君ン
'tへ-uが企

般
に
一
人
行
効
a
i
t
-

-
膏
少
年
児
置
会
館

圃;
〒高悶園.:'!
 
;
 

E
h
Z
E
S
4
H
H
 

e-MMの量H曜HS刊?川

崎学・uNN
'定員
小V34匂化

仙
人

Z
理

者

E
し昔

ー
に
住
所
、
宮
、F
E
J

主
主
、
INN-に同館、多

い
場
合
は
抽
畑
司

園
東
老
審
の
家

-
i
bi-

-
1
 

Z
E
Z喜

s
i
n

日阿Af
綱同時か勺

'定員
ω庫
以
上

の人
符伺人

'e
し込唱の

喝訴で4M

口同までに同館へ
・

離



お知らゼ・市複所管制 111¥鈎〒S羽ニ集大腸刻一7目H

園
女
性
の
た
め
の

圃
再
開
輯
準
備
摘
習
会

ワ
ー
プ
ロ
と
き
で

6
品
川

wiH

m初

H
仰
の
制
週
火
、
金
岨
日
付
嗣

9
H
y
h

午
後

a
札

HVMM
'と

二
号

創
m
k性

;
la
g
'g
H
 

り

デ

ロ

3胞
慣

例

W

唆

-v
定
員

錦
織
以
ト

の
K
例
Mm
人

P
R
i
s
-
H
 

T
i
H刷

の

Mai
aH

E
T句
T
t
午
後

S
時

t
日
:

-
i
s
j
i
 

pp
t
j
i
v
 

z
t鈎

人

申

し

込

み

V
4月

;
i
9
F

S
今
後

3
9に
み
人

E
Z
M入
量

サ
[
ピ
叉
ぞ
ン
タ

l
戸
。
人
附
町
附

1

“人言内

5
5
7iv
へ
米
銀
し

て
巾

L
込
み
を
・

ス
ポ
ー
ツ

一陸
上
豊
重
量
い

?校?週守
5HH観

T;に品f仲

f:い五第7十
円Tに‘

号i鴛
とs
8
:i4川
79け品
ωPZゐ
9時聖γ
」
略

;
;
湖1ノ品t唯高F隙ザ卜占
t

舗

Ri枝埼鋤;(正仏

奇雪

}i'i
鮒

z怠

1
i

リ

T
魁出昨里

7i本

f;
シ

Li
グ

zi
包

E
ど;'
 

剛

Tし込
tみ
主
日
壬
品
一
問
附
9
時
早
宇
重

1で

に

i奇ヘ
;@dはお;宇
i
iし主て

〈
企
9χ
さ
}t、
.
問
い
A合打わ必骨耳凶ほ凶
巾
史仙体降
h向H
酌脈臥

〔'紬"
切
1
s
0
1
v

へ

圃
な
ら
や
ま
屋
円
温
水
フ
ル

圃

肝細
持
汗
白
L
h
x
十

1
3

i
i
??
i
i
 

s
imH115日
首
金

曜

H
h
f後

a時
間
初
分
L
4同
m
初公
@
U
M

--
定
員

r
vfοh

v
.，
組
制

6
7
削
円

《保
険
"
合
む
}

.，

a'
L
込
み

住
組
U

が
き
に
住
所
氏
名
i

句

"
、
マん杯
、
渇
ぷ

4
E・E
・
川
崎
H
ま
で
に
必
符
で

川
プ
ー
ル
へ
・
多

い

場

立

母

一
ス
ポ
l
y獲
高
級
し
ま
す

〈
鴻
J

泡
陸
上
餓
伎
渇
〉

と
き

4
M
n

Hwq嗣
9
時
S
A
1後
4
的

マ
櫨
目

y

・

:
i
 

〈
中
央
体
育
館
V

LC8
4
M
n
け
凶
h
1
梢

9
時
iyq
後
1
叫
ハ
M
也
的

U
H聞
紙
)

-
目
の
あ
る
古
川
書
し
て
〈
ど
さ
に

問
い
合
わ
ぜ
は
巾
央
体
内
館

《包
@
1
5
0

・
な
ら
や
ま
贋
円
温
水
プ
l
ル
を

園
用
料
開
田
し
ま
す

;

!

 

と

S
7
4

1

日
中
日
時
J
q

.，
定
員

小

中

7
4と
そ
の
保
講
指
同
人

-v'加
料

傾
斜

e
t化
し
偽

保
凪

mn

人河

Z
し昔

-4
4
uの

位

:
;f
rity 

タ
ス
で
4
バ
8
H
S
で
ζ

川
プ
ー
ル
ヘ
・
多

い
翌
日
号

三条大鈴 了目
合判 90 2 1 

8月までの主催行事

史跡文ftセンタ の三主催行事
ベルυン・フィルハーモニー・
ピアノ四重奏団 ピアノパヴまルギ"ロフ
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老
者
手
帳
で
『
依
水
筒
」
が
無
料
観
覧
で
き
る
よ
一
つ
に
な
り
ま
し
が
も
ご
利
用
く
だ
さ
い

い刊 の柑 もそのつど『しみん叫リ」で紹介L

，すので 多鎗ご・2・〈どさ".
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〈入制 実酬〉
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応急手当普及講習会を聞きます

ぬる II"~リ抑制で命地うくなる. 人切"輔
が 8証人がたまたま餅り合わせた人が さ.，.なた

"どう Lますか'

" "暑をして叙.;)....1を呼んでも 到省するまでにほ

， -，分かかります.ところが必を見ても分かるようι
人 1芹駿や心麗マ 7・eージなどの応急}"W 附めるの

川れi刊い吋 醐則なのです.

拍車問省ずるまでの"自の5分間J.この刊

叫めるため姻で叫刊の醐油断われてい
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仰向mThal@ 官民揖刊金壷調畠ま
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人 E柑 ru:白ι嚇 1
そ牛捷宇);/!l咽時由

止血iJ:Ju'の講習企噌め4， F 

ですーこ白扇情去を

受諸君れた人に'"量哩y 

骨揖円陣 (1/1を発行 • • 院 '1分1}0 L ます白で、ぜ0畳

調Lでくださ L、 .・.u仲ゅ夜滑‘同 一一一~

内.， .車輸庫鴎冒(31，間}

ι4申モ'Ut(証人));:/!i血崎町止血珪

2 上 値 柑 申 鴎 冒 "時間)

"申モ司法(県人、小 ，乳児)XI!:血叫

由止血怯、外悔干『て、"'正法

重量方量 ， ，守閣ゲルーずからの劃踊

-定期間に克施〈予定)

申し込みー闘い合わせ

r!oil'!防車部署防課(ft$!1骨"または、

量荷り申荊"瞳閣まで

-畳講料"悟料

II~"'"" I I.' 
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舗で叫加" で叫健所術協..r.:u保

伽 〆e一九 州 柵 降、前9時下、

ゆ争，.

ー周

ツ反応機査・ BOG鰻櫨
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川 じ る一l剛 健恥 ン ター 附
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( 
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修 31l.で匂月〉に変わeりました.納付・'"月記退り，す問、

帥 健一、

国民健康保険からのお知らせ
朝刊比住んでいる人で・婦の健闘2航船人している人H

時...臨時帽問l河川人目を除いて、 す吋柏市

叫 帥険〈酔〉 叫山山りH ん.

他市町村川相'1;"'''入Lで.たと S 刷 噌 困 " 織をやめ

比一…tl."~'" …~ ， 1};'il¥llttc 

151胤駄目町



'EEν -a'' 

日
は
春
の
交
通
安
全
運
動

• 

i・
1
i

z
Lし
な
い
信
号

2
・
ス

ピ
ー
ド
オ
ー
バ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー

2
2ん

t
t
z
i

ゼ
ん
か
・

E
E
t
栢
免
貯
金
持
つ
人
が
岨
唱
え

自X

Z
可

T
E
E-それ
に

仰
い

受
泊
浅
薄
や
恵
仙恨
の
発
生
む

f
tJiiで

7
E
Z
E
の

Z
Zが

包
容
て
、
ま
す

E

事
触
を
往
《
し

ス
ム
ー
ズ
で
白
x

t
z
s保

72
2
u

i
f
-S
E
E
 

r
f
2
2
T
Eは

が主ル

i
t
-
-
4
3

と
が
大

mwz
b
a
勺
と
だ
け
だ
か
ら
L

t
zぐ

ら
い

Z
L
E
4

え
が
漁
漕
を
引
-e組
こ
し
た
リ

大
-
-
散
の
原
因
と
依
り
・
・す
a

-
月
E
固
か
ら
四
日
ま
で

『車曹の

受
a
E
安
全
運
動
L
MV

行
わ
れ
ま
す
・
-e

F
E
T
a-
-
慶

喜ル

12
2
2
sつ
い
て

T
7
2い

期
間
中
由
主
な
一
行
事

受
君
主
主

T
交
通

Z

パ
レ

up

と
e
e
-
R
S
R
(ホ
)

K
T

・--孝t3
時

.，
と
ニ
ろ

J
R
i
i
i
 

T
Z受
通
安
全

2
ア

と

8

・
月
刊
日
(
日
}午
鯛

u

・1
午

後

3
・町

守
と
一
、
ろ
返
蘭
高
の
・

2で

aLtii

い

と

e
ti
t

・
時

3
午
後
2
鴫

V
と
こ
ゐ
宮
市
良

フ
ァ
ミ
リ
ー

Z
E
E
-キ

ャ
ン
ペ

ー

ン

t
e
4
R
n目

E
SM日
系

)E
F
?
4

半

V
と
ニ
Z
今

宮

m内
主
置
費
各
園
駅

環
鳴
に
や
さ
し
い
由
民
・
利
用
筆

鋤
デ

と

8

‘
月
何
回
(盆
V

午

前
・
一
時
季

1
刈
時
学

v
tζ
ろ

自
主
各
駅

問
、
合
わ
せ

-m
鎗
所
環
境
交
通
帳

編

11.'"ι川附

築後配

41Z誌22;22ietF絞itiiits-52fsiif1f;::;::::;;・iJ;:;:?
おfZJJJfJJJRrzrnfよそ22宅115?ET5tETzμ4z-巴f品川兵Jl官ヰtt



住みよいまちづくDヘ向けて22225の改正
r市町村の鶴市計蘭に闘する纂本的な方針」と「新鯛途地観覧制度」のあらまし

奈良市で肱昭和3毎より"術断面主主の適用を受けて計画鈎 ζまちづ〈りを遮めていま抗都市計萄~'"遍路、公

自直下水道芯どの..般、土地の利用計画を定めることによづて健康で叉化的悲観市筆活側範的，."刊行活.簡を健保

することとはづております。しカし現在扮鶴市計画湖芯昭和43$6月に金重注正されその後一定の男直しはさホ止

ものの、この滋債も全面図正から伺年以上が経過しているととから先の地価ゆ高館や住環焼a酎".ど、私たち

の住まいを取り巻く環境の大き忽変化こ対応した土地相聞を進めるごとがますます必褒となっているとの毘磁のもと

に土地利用計画制度の充実を図るため、平成4年6月こ都閉齢酉迭及び建築蓋当医遠のー賀誠子大きく改草され平成5
~6月こ錨行されました.その内容は、地縁枕金終有の身近t"mffi空間を量捜したまちづくOのビジョン(将来像を定
めることのできる鶴市計画のマスタープラノとして¢戸市町村田鶴市断面巴関する筆窓的広方針』の御陵と周途地盤量

制度を充実じて、よりよい住環境が置保されるまちづくりができるようこ住車部σ凋途地縁m，刑防さねえ之とおとです.

市町村の都ー喧喧璽 亘圃・・-重重量厘玄^タ一フラン)
-このマスタフラン隠熔場往金美育の身近，.IJ市空間を重視したまちづくりを憧遣してい〈ために、油属国有の

自然歴史生活文化L産業怠どの地煽稽位を倍まえ佳良である笛憾のご憲"を求め，.がらまぢづくりのため

の将来ピジヨ〆夜明らがごするとともにその実現のための基本的広方向盤備方針fJe.，の考え方を総合的こ定め

た内替のものとして策定じます@

・このマスタ ブラ〉怠本市の定める"市断面を究噂する役割を果たすごとに怒ります.

-都市計画マスヲ一フランの構成

市町村の都市計画に関する塞本的な方針

-それに対応した盤備方針 -土地利用の方針

‘' ‘' 

市が定める都市計画

奈 良 市



固

悶途鎗調医劃.俗 関好以内向衡熔軍演の形緩や..に.げる佳リ暦 薗

実 工家などの適正な配置による・・E的怠a陣内障活歯の櫨健..釣とし

て輔吻の周泡奮積率櫨べL噂 高叫どを嗣 J闘する郷

市計画で定時開献咽であり問日時づくりに問時

耐を果.し.す.

この周途..裏描出産について 写成"李の也市It・滋及び纏簸益事お訟

の政亙 (平成'"'月~8から.行}により 佳週闘爆の俣醸市街惚

問 問ヘ側酬を目的として脚同期間 闘 から

"聞に切札た. 耽酬に 開醐島民にあいて酬T~=と

問日朝嗣悶遣についでも男直し断われまレた.

こ明酬明咽互に俸C>.現在 蜘ている周回開醐

勉蝿，1;:緬2・えするa風情齢置の妻更は .威，.，月2当日までに行う

ことに怒りま曹、

-新用途地域への移行の考え方
開耽おいて隆平成4聞配用途叫明M~.v輔えて

から輔があまり闘して崎町四四酬叫移行

口明暗開逮捕の齢化に胡をあき安易欄醐和

<!:;~&IJ;いよう唱し下町、問で示した同制へ哩

更を基本とします.

oぉ 悶途糊超低比対的まとまりのある地.乙おヲる土勉刻例を湾施

OJ開 す るた肱決時 間で 回配制咽刊二国柵によっ

て決めるもので惨ありま.ん.

現行用達地峰 新用途地暗

r-
第一種低層住居曹岡地壇

第一種住居時用地鼠

住 軍二種低調住居専用地域

車種中高圃住居専用地曙

第三種住居専用地場

居 第一種中高居住居専用地壇

第橿住居 地増

系 住居地域 第三橿住居地域

準住居地堤

商 近隣商事地埠 近隣商難地塙

業

" 
商誕地層 商事陣地場

工
事工費地壇 準工難地埠

業 工業地域 工業地場

系
工業専用地場 工業専用地増

...術"の朗遣の観隈

金蝿演の保護や商.'I.~どの観有.艇
の.絡調.過を図るため巴 彊纂することがで

時胴閉闘が輔のとおり問され志

す.

..嗣組べ岬の閉

貫録忽刊防衛制限環境の保全 形成などを図るた

航酬の符酬に応じて酬率{建酬

の延べ薗績の殿..槍に対する割含)及び櫨

一一棚田に対する

割合}の・高隈贋を定め倉す.

・直立の陶.

市街地の環境や各彊薄物の篠弘 週凪開絞

憧努を穆保するため巴用途旭噂こ~Cで壇

賞物"の轟さにτ，いての制限 (遺蹟斜制限 北側餌

組努}が彊..護送によって建まります. ，第

一極!I!=II四時朝四問調院の・

高崎慶色定めま'・)

.外盤のS優遇霊胞の隈. 彊買物の般鎗E慣の

・'"照度
JI~lIttllt芝居・周地盤農と'ニ置低鴫笠麿有

向憎媛にa乱、てほ低 E住宅 二係る良貨忽住麿

の費礎研慢するため必"IJ;W8， r外向

通.討躍の顕庫Aや F建策"の.泡直穫の・"隈

.，を定めます.

汁 現行切闘用達制町陣要|一

..一個笹島専用地調臨

億居住宅熔としての良好悩居住環境を僚醸す

る bめの泡袋です固健居住宅や庖舗併用佳宅与

との日町一聞以外げてι
とができ0'溜個展甘.

闘 =1I!11l・M
。高層佳宅"'としての珊演を保複するための

町 一…一
一物のほか厄ベ明1酬 以下

院旧臨て以下明日開沼地て

られ象ず.

.住居地泊康

三主として住環測を保慶するための地媛でず.

往還塊老事じさ包るおそれのあるI "た肱窟

・aを2む..t..ど.橿てられま.ん卸小規

領ほ{床面積関"'"下}エ・ 自箇.車庫忽ど

俗建てられ.す.



12種類の新用途地繊のイメージ図

間住宅の酬明境問た制地 主に即問問問るため

織でれ小規制措輔閑仰 の 酬 で私小判帥どの帥 l句

fヒ聞や仲間どが配bれます. '"以下吋のお帥どが凶てられ俵

帥いI.O)!I!問問る酬で

T. 61・後珊甥率化が大きい工・の

防庁O."とんど彊て.れます.

す.

帥Jl-C，~出叫珂でも値目叫

健司Eゃ^庖偲瞳てられま"虫写綬術

院肝同四配!:，tl.IU払 .

中間四臨調町祉のの

叫です.鴨神田併以下の一

定の8庖匂ど"建てられ絞れ

圏
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別表新用途地爆による建築物の用途制限の棟要
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